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Abstract:  Chrysidoid wasps were collected at the Imperial Palace, Tokyo, by using a Malaise trap, yellow pan 

traps, and insect collecting nets. The wasps collected are four species of the Chrysididae, nine species of the 

Bethylidae, and seven species of the Dryinidae. Anteon insertum Olmi, 1991 and A. hilare Olmi, 1984, are 

recorded from Japan for the first time. 
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は じ め に 

 セイボウ上科 Chrysidoidea は，アリガタバチ科 

Bethylidae, セイボウ科 Chrysididae, カマバチ科 

Dryinidae, アリモドキバチ科 Embolemidae, フサ

ヒゲバチ科 Plumariidae, シロアリモドキヤドリ

バ チ 科  Sclerogibbidae, ク ビ ナ ガ バ チ 科 

Scolebythidae の7つの科から構成される．最初の3

科はいずれも1,000以上の比較的多くの種を含む

が，残りの4科は科を構成する種数は50以下で，か

つまれにしか採集されない（寺山，1998; Brothers & 

Finnamore, 1993）．日本にはフサヒゲバチ科とクビ

ナガバチ科を除く5科が生息しており，これまでの

ところ51属212種が記録されている（Olmi, 1995, 

1999, 2008, 2009; 寺山，1999, 2004, 2010; Terayama, 

2006; Mita, 2009, 2012: Mita & Matsumoto, 2012; 

Mita & Olmi, 2013; 三田，2014; Sawada at al., 2014, 

印刷中）．島嶼部を除く東京都からは，現在，セイ

ボウ上科に種名不詳種を除き，3科23属43種が記録

されている（東京都本土部昆虫目録作成プロジェ

クト，2012; 寺山，2013; Mita & Olmi, 2013; 三田，

2014）．内訳は，セイボウ科9属18種，アリガタバ

チ科11属21種，カマバチ科3属4種である．皇居に

おけるこれまでの記録は，学名未決定種を除くと，

セイボウ科2属4種，アリガタバチ科3属3種，カマ

バチ科2属3種で，合計3亜科7属10種と言うことに

なる（寺山，2000; 三田，2014）． 

 本報で，2009 年夏から2012年秋までに実施され

た皇居での調査結果をまとめ，報告する． 

材料と方法 

 調査は2009年7月から2012月11月まで実施した．

採集方法は，見つけ採りとスウィーピングを中心

とした任意採集と，マレーゼトラップによる採集

である．これらの採集によって皇居から得られた

94個体を点検した．マレーズトラップで得られた

ものには(MT)の記号を付し，トラップの設置期間

を採集年月日として示した．また，黄色水盤トラ
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ップで得られたものには(YPT)の記号を採集デー

タに付した． 

調 査 結 果 

 今回の調査で，以下の3科14属20種が得られた． 

 

CHRYSIDOIDEA セイボウ上科 

CHRYSIDIDAE セイボウ科 

CHRYSIDINAE セイボウ亜科 

 

1. Chrysis angolensis Radoszkowski, 1831 クロバネ

セイボウ  

  1♀, 5–14.VII.2011, (MT); 1♀, 14.–19.VII.2011, 

(MT). 

 

2. Stilbum cyanurum (Forster, 1771) オオセイボウ 

  1♀, 22.IX.2011, H. Nagase leg. 

 

CLEPTINAE セイボウモドキ亜科 

 

3. Cleptes japonicus Tosawa, 1940 ヤマトセイボウ

モドキ 

 1♀, 22–29.VI.2010, (MT)．  

4. Cleptes satoi Tosawa, 1940 サトウセイボウモドキ  

  2♂♂，2–9.VI.2009, (MT); 2♂♂，8–16.VI. 2009, 

(MT); 1♀, 16.VI.–2.VII.2009, (MT); 1♀, 29.VI.–

2.VII.2009, (MY); 2♀♀, 6♂♂, 16.V.–2.VII.2009, 

(MT); 3♂♂, 9–16.VI. 2009, (MT); 1♀, 1♂, 9–

16.VI.2009, (MT); 1♂, 1–8. VI. 2010, (MT); 2♀♀, 

4♂♂, 8–15.VI.2010, (MT); 2♀♀, 1♂, 15–

22.VI.2010, (MT); 4♀♀, 22–29.VI.2010. (MT); 1♂, 

29.VI.–6.VII.2010, (MT);  9♂♂, 8.VI.2012, H. 

Nagase leg. (YPT).  

 

BETHYLIDAE アリガタバチ科 

PRISTOCERINAE ムカシアリガタバチ亜科 

 

5. Acrepyris japonicus (Yasumatsu, 1955) ムカシア

リガタバチ 

  1♂, 8–15.V.2010, (MT); 1♂， 11–18.V.2010, 

(MT); 1♂，15–22.VI.2010, (MT). 

 

EPYRINAE ヒメアリガタバチ亜科 

 

6. Epyris formosus Terayama, 2006 クシヒゲアリガ

タバチ  

  1♀, 11–18.V.2010, (MT); 1♀, 29.VI.–4.V.2010, 

(MT); 1♀, 27.IV.–4.V.2010, (MT); 1♀, 6–13.IX. 

2011, (MT); 2♀♀, 15–22.VI.2010, (MT); 1♀, 3–

20.VII.2010, (MT)． 

 

7. Epyris hagoromonis Terayama, 1999 ハゴロモア

リガタバチ 

  1♀, 2.VII.–9.VI.2009, (MT); 1♀, 30.VII.–6.VIII. 

2009, (MT); 2♀♀, 14–21.X.2009, (MT); 1♀, 20–

27.VII.2010, (MT); 1♀, 10–17.VIII.2010, (MT); 1♀, 

28.IX.–5.X.2010, (MT); 2♀♀, 5–12.X.2010, (MT). 

 

8. Holepyris atamensis (Ashmead, 1904) アタミアリ

ガタバチ 

  1♀, 29.VI.–6.VII.2010, (MT); 1♀, 10–17.VIII. 

2010, (MT); 1♀, 5–12.X.2010, (MT); 1♀, 

16.IX.2011, M. Terayama leg.  

 

9. Holepyris benten Terayama, 2006 ベンテンアリ

ガタバチ 

  1♀, 5–12.X.2010, (MT); 1♀, 17–24.V.2011, 

(MT). 

 

SCLERODERMININAE ホソアリガタバチ亜科 

 

10. Sclerorermus harmandi (Buysson, 1903)  ホソア

リガタバチ 

  1♀, 24.XI.–7.XII.2009, (MT); 1♀, 28.VII.2010, 

M. Terayama leg. (under bark). 

 

BETHYLINAE アリガタバチ亜科 

 

11. Goniozus japonicus Ashmead, 1905  ハマキアリ

ガタバチ  

  1♀, 16–23.VII.2009, (MT); 1♀, 14–21.X.2009, 

(MT); 1♀, 21–28.X.2009, (MT); 1♀, 1.I.–2.II.2010, 

(MT); 1♀, 13–20.VII.2010, (MT); 1♀, 20–

27.VII.2010, (MT); 2♀♀, 17–24.VIII.2010, (MT); 

3♀♀, 14–21.IX.2010, (MT). 

 

12. Goniozus kusigematii Terayama, 1999 ミナミハ

マキアリガタバチ 

  1♀, 24–30.IX.2009, (MT). 

 

13. Sierola izanami Terayama, 2006 イザナミアリガ

タバチ 
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  1♀, 23.II.–3.III.2010, (MT). 

 

DRYINIDAE カマバチ科 

APHELOPINAE カマナシカマバチ亜科 

 

14. Aphelopus maetoi Olmi, 1995 マエトウカマナシ

カマバチ(新称) 

 1♂, 15–22.VI.2010, (MT). 

 

CONGANTEONINAE マドカマバチ亜科 

 

15. Fiorianteon junonium Olmi, 1984 ナミトゲカマ

バチ 

  1♀, 3♂♂, 3–17.III.2010, (MT); 1♀, 29. III. –

6.IV.2010, (MT).   

 

ANTEONINAE トゲヌキカマバチ亜科 

 

16. Anteon japonicum Olmi, 1984 ヤマトトゲヌキ

カマバチ 

  1♀, 27.IV.–4.V.2010, (MT); 1♂, 4–11.V.2010, 

(MT). 

 

17. Anteon insertum Olmi, 1991 サジカマバチ（新称）

（日本初記録種） 

  1♂, 20–27.IV.2010, (MT). 

 

GONATOPODINAE ナミカマバチ亜科 

 

18. Haplogonatopus oratorius (Westwood, 1833) ク

ロハラカマバチ 

 1♂, 19–26.VII.2011, (MT). 

 

19. Gonatopus pedestris Dalman, 1818 サカイカマ

バチ 

(= Gonatopus sakaii (Esaki & Hashimoto, 1933)) 

 1♂, 7–14.IX.2010, (MT). 

 

20. Gonatopus hishimonovorus (Xu & He, 1997) コ

ブムネカマバチ 

  1♀, 16.VI.–2.VII.2009, (MT); 1♀, 5–12.X.2012, 

(MT). 

学名確定種・変更種 

 先の報告（寺山，2000）中の学名未決定種で，

学名が判明したものを以下に示す． 

 

BETHYLIDAE アリガタバチ科 

 

6. Dissomphalus(?) sp. => Acrepyris minutus 

(Yasumatus, 1955) ツヤムカシアリガタバチ. 本

標本個体を詳細に点検した結果，Acrepyris 

minutus の異常型と結論づけた（Terayama, 2006）． 

 

7. Epyris sp. => Epyris formosus Terayama, 2006 ク

シヒゲアリガタバチ 

 

9. Holepyris sp. => Holepyris yebis Terayama, 2006 

エビスアリガタバチ 

 

10. Laelius sp. => Laelius nigrofemoratus Terayama, 

2006 アシグロアラゲアリガタバチ 

 

DRYINIDAE カマバチ科 

CONGANTEONINAE マドカマバチ亜科 

 

12. Fiorianteon sp. => Fiorianteon junonium Olmi, 

1984 ナミトゲカマバチ 

 

GONATOPODINAE ナミカマバチ亜科 

 

13. Haplogonatopus atratus Esaki et Hashimoto クロ

ハラカマバチ=> Gonatopus hishimonovorus (Xu 

& He, 1997) コブムネカマバチ 

 

ANTEONINAE トゲヌキカマバチ亜科 

14'. Anteon japonicum Olmi ? => Anteon japonicum 

Olmi, 1984 ヤマトトゲヌキカマバチ 

 

15. Anteon sp. 1=> Anteon albonigrum Olmi, 1995 カ

オジロトゲヌキカマバチ（新称） 

 

16. Anteon sp. 2 => Anteon japonicum Olmi, 1984 ヤ

マトトゲヌキカマバチ 

 

17. Lonchodryinus sp. 1=> Anteon japonicum Olmi, 

1984 ヤマトトゲヌキカマバチ 
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18. Lonchodryinus sp. 2=> Anteon hilare Olmi, 1984 

キイロトゲヌキカマバチ（新称）（日本初記録種） 

考   察 

 今回の調査で，東京都本土部から記録されてい

る3科のセイボウ上科のハチが皇居内で得られた． 

 セイボウ科は，セイボウ亜科のクロバネセイボ

ウ，オオセイボウの2種とセイボウモドキ亜科のヤ

マトセイボウモドキ，サトウセイボウモドキの2

種の計4種が得られた．クロバネセイボウは，ルリ

ジガバチ Chalybion japonicum やキゴシジガバチ 

Sceliphron madraspatanum を寄主とし，オオセイ

ボウは，スズバチ Oreumenes decoratus の巣に最も

多く寄生するが，他にトックリバチ類やドロバチ

類等の巣にも寄生する（寺山ほか，2005）．セイボ

ウモドキ亜科の種はハバチ類に寄生するが，今回

得られた2種についての種レベルでの具体的な寄

主は知られていない． 

 アリガタバチ科では4亜科に属する9種が得られ

た．ムカシアリガタバチはコメツキムシ類の幼虫

に寄生することが知られている（吉田・町田，1960）．

ホソアリガタバチは，カミキリムシ類を中心とし

た食材性甲虫類の幼虫に寄生し，他にシバンムシ

科，ナガシンクイムシ科，キクイムシ科への寄生

例もある（Terayama, 2006）．また，ハマキアリガ

タバチはハマキガ類の幼虫に寄生し，現在34種の

寄主が知られている（Terayama, 2006）．ミナミハ

マキアリガタバチとイザナミアリガタバチは，東

京都からの初記録となる． 

 カマバチ科では4亜科に属する7種がマレーズト

ラップにより得られた．マエトウカマナシカマバ

チは極東ロシアから日本にかけて分布する種で，

寄主は不明．ナミトゲカマバチは日本と中国に分

布し，日本では本州と九州から得られている．日

本産のカマバチでは唯一早春から発生する種であ

る．寄主は不明である．ヤマトトゲヌキカマバチ

は，日本，中国，アルメニア，チュニジアから記

録されており，日本では北海道と本州で得られて

いる．関東平野部ではイネ科草本が優先する草地

で得られるが稀である．寄主は不明． 

 今回，Anteon insertum サジカマバチが得られた．

本個体は皇居の道灌新道に仕掛けたマレーズトラ

ップで得られたもので，日本からの初記録となる．

本種は，東南アジアに広く分布し，海外では，韓

国，中国，台湾，フィリピン，タイ，インドネシ

ア，インドから記録されている．寄主は不明．ま

た，Anteon hilare キイロトゲヌキカマバチも日本

初記録種である．本種のメスは全身黄褐色からほ

ぼ黒色まで色彩変異に富むばかりか，頭部や前胸

の形態にも様々なバリエーションがあるとされて

おり，同定には注意を要する．海外ではインドか

ら韓国まで広く分布している（Xu et al., 2013）． 

 クロハラカマバチはヨーロッパから東アジアに

かけて温帯域で最もよく見られるカマバチの一種

で，東南アジアでも稀産する．多くのウンカ類が

寄主として報告されている（Xu et al., 2013）が，

ヒメトビウンカに対する寄生が最も多い（Mita et 

al., 2012）．サカイカマバチはヨーロッパから東ア

ジアにかけて分布する．日本では主にツマグロヨ

コバイ Nephotettix cincticeps に寄生するが（江崎・

橋本, 1933），時にヨツテンヨコバイ Macrosteles 

quadripunctulatus も利用する（三田，未発表）．コ

ブムネカマバチは，Xu et al. (2013)により，

Gonatopus rufoniger Olmi, 1993の新参シノニムと

して扱われたが，大爪の亜末端歯の位置がより先

方に位置することで容易に識別でき，別種と判断

される（三田, 2014）．前回の報文で，クロハラカ

マバチ Haplogonatopus atratus (= H. oratorius)とし

たものは再点検の結果，本種であった．本種の分

布は，日本（本州）と中国で，オグマブチミャク

ヨコバイ Drabescus ogumae とヒシモンヨコバイ

Hishimonus sellatus に寄生することが報じられて

いる（Xu et al., 2013）． 

 前回と今回の調査結果を合わせると，セイボウ

科は2亜科3属5種，アリガタバチ科は4亜科7属13

種，カマバチ科は4亜科5属8種の，合計15属26種が

皇居から得られたことになる． 
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